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中期事業計画（平成 29～令和 3年度） 

 平成 31 年度（令和元年度）より、薬学部・看護学部・健康医療科学部へと学部構成を医療系へと転

換し、大学名称を医療創生大学へ変更したことに伴い、本学の教育理念・目的を「科学的根拠（サイエ

ンス）に基づいた術（アート）を備えた慈愛（ハート）のある医療人の創生」へと変更する。 

 新たに設定した教育理念・目的を達成するために、経営と教学が協働し収支均衡を図りながら大学経

営改革を実施する。 

 

【医療創生大学】 

１．新たな大学のあり方の検討 

① 大学の学部・学科構成についてあり方を検討する。 

② 大学院の研究科・専攻の構成についてあり方を検討する。 

 

２．収支改善策の検討・実施 

① 定員充足を目指した入試改革を検討・実施することを目的に、学生募集活動の見直しと広報改

革を行う。 

② 人件費比率抑制のための制度の検討・実施、補助金増加策の検討・実施、固定費の効率化の推

進を図る。 

 

３．教育改革の実施 

  教育の質向上を図るために、教育課程、教員組織の適切性、学修成果、教育支援体制、社会ニーズ

との適合性、教育資源の適切性等を検証し、教育のＰＤＣＡサイクルを回しながら教育改革を実施

する。 

 

４．学生満足度の向上 

① 学生が納得する進路の実現を可能とする支援体制を構築し、就職実績の向上、及び学生生活を

充実させるための学友会活動、ボランティア活動等の活性化を図るための体制を強化し、学生

満足度を向上させる。 

② 効果的な奨学金制度の確立など学生の満足度を向上させる施策を検討・実施する。 

 

５．地域連携の推進 

地域に根ざした特色ある教育・研究の実施や教育資源を提供することで地域社会に貢献していく。 

 

【専門学校】 

平成 31 年 4 月に学校法人医療創生大学と合併し、専門学校の教育・研究における質の向上、多様な

教育環境の提供、業務の合理化に向けたさまざまな施策を実施していく。 

専門学校 4 校の合計の入学定員は 360 人だったが、平成 31 年 4 月より 400 人となった。多くの医療

職業人を養成し、広く医療福祉の発展に寄与していく。 

 

１． 認可等の準備 

 ・理学療法士、作業療法士養成校指定規則の改定に伴う変更承認申請 

 ・高等教育段階の負担軽減新制度の期間要件確認申請 

 

２． 管理・運営体制の整備 

 ・専門学校 4 校の業務の共通化・効率化 



2 

 

 ・共通学科（看護学科）の学科運営の相互協力体制の制度の整備 

 ・学校評価実施に向けた基準等の整備 

 

【千葉・柏リハビリテーション学院】（平成 31 年 4 月合併のため、平成 31 年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

今後、厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよう、広報活

動を強化・検証していく。 

 

２． 国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、合格率の向上に繋がる教育体制を整える。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

 

【岡山・建部医療福祉専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、平成 31 年度より追加） 

１．学生の確保施策の実施 

立地条件から、さらに厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保でき

るよう、募集地域を広げた広報活動を強化・検証していく。 

 

２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、合格率の向上に繋がる教育体制を整える。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

 

【葵会仙台看護専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、平成 31 年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

入学定員を増やしても、確実に学生が確保できるよう、広報活動を強化・検証していく。 

 

２． 国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、高い合格率を確保できる施策を実施する。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

 

【葵会柏看護専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、平成 31 年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

今後、厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよう、広報活

動を実施・検証していく。 

 

２． 国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、高い合格率となる施策を実施する。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

 

３． 専門学校の学部化に向けた準備 

令和 3 年 4 月に専門学校を学部化するための準備、申請を行う。 
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【医療創生大学】 

１．新たな大学のあり方の検討 

① 大学の学部・学科構成についてあり方を検討する。

② 大学院の研究科・専攻の構成についてあり方を検討する。

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

看護学専攻 

大学院の 

設置検討 

具体的な 

実施内容 

設置検討（教員・備

品・図書・施設・設

備） 

設置申請書作成 

設置準備 

工事・購入 
開設 履行状況報告 履行状況報告 

数値目標 設置認可申請 工事等完了 
履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

進捗状況 引き続き検討 検討保留 ― ― ― 

新学部学科の 

設置検討 

具体的な 

実施内容 

新学部学科検討 

設置認可申請 

ﾆｰｽﾞ調査実施

設置準備 

工事・購入 

心理学部設置準備 

新学科開設 

心理学部設置届出・

収容定員変更申請 

履行状況報告 履行状況報告 

数値目標 
設置認可申請 

ﾆｰｽﾞ調査報告書

工事等完了 

事前相談提出 

履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

進捗状況 
健康医療科学部設置

認可申請書完了 

工事等完了 

事前相談結果着 

具体的な 

実施内容 

教養学部新学科検討 

ﾆｰｽﾞ調査実施
設置認可申請 

設置申請準備 

工事・購入 
新学科開設 履行状況報告 

数値目標 ﾆｰｽﾞ調査報告書 設置認可申請 
工事完了(3 月） 

備品納品(3 月） 

履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

進捗状況 
教養学部廃止 

新学科検討 

事前相談完了 

（届出で可） 

看護学部の 

定員増の検討 

具体的な 

実施内容 
検討 検討 検討 届出申請準備 届出申請準備 

数値目標 検討結果報告 検討結果報告 

検討報告書提出 

事前相談 

収容定員変更申請 

千葉看護学部設置届

出 
千葉看護学部開設 

進捗状況 引き続き検討 
千葉に看護学部の設

置検討 
― 

創立 30 周年記

念事業の実施 

具体的な 

実施内容 

30 周年記念事業の実

施 
― ― ― ― 

数値目標 ― ― ― ― ― 

進捗状況 

・記念式典実施

・寄付金募集

・30 周年誌発行

― ― ― ― 
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２．収支改善策の検討・実施 

① 定員充足を目指した入試改革を検討・実施することを目的に、学生募集活動の見直しと広報改革

を行う。

② 人件費比率抑制のための制度の検討・実施、補助金増加策の検討・実施、固定費の効率化の推進

を図る。

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

職員の人事制

度の円滑な実

施 

具体的な 

実施内容 
導入 検証 検証 検証 検証 

数値目標 職員人件費比率 23％ 職員人件費比率 20％ 職員人件費比率 18％ 職員人件費比率 16％ 職員人件費比率 16％ 

進捗状況 職員人件費比率 22％ 職員人件費比率 12％ 

教員の人事制

度の検討 

具体的な 

実施内容 
検討 導入 検証 検証 検証 

数値目標 教員人件費比率 62％ 教員人件費比率 55％ 教員人件費比率 45％ 教員人件費比率 39％ 教員人件費比率 39％ 

進捗状況 教員人件費比率 69％ 教員人件費比 54％ 

補助金増加策

の検討・実施 

具体的な 

実施内容 

要件確認 

対応検討・実施 

要件確認 

対応検討・実施 

要件確認 

対応検討・実施 

要件確認 

対応検討・実施 

要件確認 

対応検討・実施 

数値目標 
補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比 100％ 

進捗状況 
補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比▲32％ 

施設・設備維

持のための長

期計画の策定 

具体的な 

実施内容 
長期計画の策定 実施・見直し 実施・見直し 実施・見直し 実施・見直し 

数値目標 完成 ― ― ― ― 

進捗状況 長期計画案策定 ― ― ― ― 

経費の効率化

の検討 

具体的な 

実施内容 

ﾜｰｷﾝｸﾞ・ｸﾞﾙｰﾌﾟによ

る経費効率化の検討 
実施・見直し 実施・見直し 実施・見直し 実施・見直し 

数値目標 検討報告書 
管理経費 14％ 

教育経費 35％ 

管理経費 12％ 

教育経費 32％ 

2018 決算対比 

管理経費+2％ 

教育経費 +10％以

内（＊収容定員 60

名増加による） 

管理経費 9％ 

教育経費 30％ 

2019 決算対比 

管理経費+5％ 

教育経費 +15％以

内（＊収容定員 120

名増加による） 

管理経費 9％ 

教育経費 30％ 

2020 決算対比 

管理経費+2％ 

教育経費 +10％以内

（＊収容定員 40 名増

加による） 

進捗状況 

事務管理経費削減

（業務委託の見直

し、消耗品の削減、

各種機器の選定） 

H28 比 

管理経費▲5% 

教育経費▲19% 

＊学部設置経費除く

(教:65,033 千円) 

法人業務の 

体制の確立 

具体的な 

実施内容 

前年度業務の検証、

改善 

事務組織改編による

体制の再構築 

業務の確立、検証 

業務の検証、改善 業務の検証、改善 業務の検証、改善 

数値目標 ― ― ― ― ― 

進捗状況 
法人業務の体制整備

完了 
法人業務の確立 

業務分掌の見

直しと業務の

効率化の検討 

具体的な 

実施内容 

各部署業務の棚卸し、

業務分掌の見直し 

各部署業務の整理、

効率化策の検討、 

協議 

業務効率化をめざし

ＷＧによる業務削減

の推進 

各部署業務の検証、

改善 

各部署業務の検証、

改善 

数値目標 ― ― ― ― ― 

進捗状況 

事務組織の改編案を

検討、H30 に事務組

織改編 

事務組織改編の実施 
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３．教育改革の実施 

教育の質向上を図るために、教育課程、教員組織の適切性、学修成果、教育支援体制、社会ニーズと

の適合性、教育資源の適切性等を検証し、教育のＰＤＣＡサイクルを回しながら教育改革を実施する。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

教育課程の見

直し・検討 

－教養学部完

成年度後を見

据えて－ 

具体的な 

実施内容 

DP、CP に基づく体系

的な教育課程の再編

成（学則変更） 

DP、CP に基づく体系

的な教育課程の再編

成(学則変更) 

教員の共通理解 

GPA、CAP、成績評価

等の分析による効果

の検証、見直し 

GPA、CAP、成績評価

等の分析による効果

の検証、見直し 

GPA、CAP、成績評価

等の分析による効果

の検証、見直し 

数値目標 
ｶﾘｷｭﾗﾑﾂﾘｰ、ｶﾘｷｭﾗﾑﾏｯ

ﾌﾟの再設定

共通理解のための説

明会、研修会の実施 
― ― ― 

進捗状況 

検討した後、志願状

況を踏まえ教養学部

募集停止 

― ― ― ― 

授業参観制度

の導入、アク

ティブラーニ

ングへの転換

推進 

具体的な 

実施内容 

授業参観制度の構築 

AL の実態把握と定義

化 

授業参観制度の導入 

AL の努力義務化 

授業参観制度の実施

と評価検証 

AL の義務化 

授業参観制度の検証

と見直し 

AL の実施内容の検証 

授業参観制度の検証

と見直し 

AL の実施内容の検証 

数値目標 
構築・定義化（12 月） 

周知・共通理解（3 月） 

参観科目 30％ 

AL 実施率 50％ 

参観者率 90％ 

参観科目 40％ 

AL 実施率 80％ 

参観者率 95％ 

参観科目 50％ 

AL 実施率 100％ 

参観者率 100％ 

参観科目 60％ 

AL 実施率 100％ 

進捗状況 実施の検討 
参観者率 80.8％ 

AL 実施率 47.0％ 

学修総合支援 

センターの見

直し

具体的な 

実施内容 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

討、実施 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

証、見直し 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

証、見直し 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

証、見直し 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

証、見直し 

数値目標 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

60％ 

教職支援講座：70％ 

公務員講座：70％ 

資格取得支援講座：

70％ 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

70％ 

教職支援講座：80％ 

公務員講座：80％ 

資格取得支援講座：

80％ 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

75％ 

教職支援講座：85％ 

公務員講座：85％ 

資格取得支援講座：

85％ 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

80％ 

教職支援講座：90％ 

公務員講座：90％ 

資格取得支援講座：

90％ 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

80％ 

教職支援講座：90％ 

公務員講座：90％ 

資格取得支援講座：

90％ 

進捗状況 

教養学部の募集停止

により学修総合支援

センター廃止

― ― ― ― 

教職員の共同

研修を通じて

学部目標の設

定と PDCA サイ

クルの構築

具体的な 

実施内容 

教職員合同による定

期的な研修実施の検

討・実施 

教職員合同研修によ

る学部目標の設定 

教職員合同研修によ

る学部目標達成状況

の検証と見直し 

教職員合同研修によ

る学部目標達成状況

の検証と見直し 

教職員合同研修によ

る学部目標達成状況

の検証と見直し 

数値目標 
検討（8 月） 

実施（9 月） 

検証・見直し（8 月） 

実施（9 月） 

検証・見直し（8 月）

実施（9 月） 

検証・見直し（8 月）

実施（9 月） 

検証・見直し（8 月）

実施（9 月） 

進捗状況 
9 月実施完了 

学部目標を学長に答申 

３つのポリシーの新

たな策定を実施 
― ― ― 

PDCA サイクル

及び教学マネ

ジメントの確

立 

具体的な実

施方法 
― ― 

GPA 制度、CAP 制度等

の教学上の諸制度の

評価・検証 

GPA 制度、CAP 制度等

の教学上の諸制度の

見直し 

GPA 制度、CAP 制度等

の教学上の諸制度の

見直し 

数値目標 ― ― 評価・検証 見直し 見直し 

進捗状況 ― ― 
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４．学生満足度の向上 

① 学生が納得する進路の実現を可能とする支援体制を構築し、就職率を向上させること、及び学生

生活を充実させるための学友会活動、ボランティア活動等の活性化を図るための体制を強化し、

学生満足度を向上させる。

② 効果的な奨学金制度の確立など学生の満足度を向上させる施策を検討・実施する。

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

離籍率減少へ向

けた具体的施策

の検討・実施 

具体的な

実施内容 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の検討 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の実施 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の実施、見直し 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の実施、見直し 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の実施、見直し 

数値目標 離籍率 4％ 離籍率 3％ 離籍率 2.5％ 離籍率 2.5％ 離籍率 2.5％ 

進捗状況 離籍率 5.9％ 離籍率 6.3％ 

奨学金制度の見

直し 

具体的な

実施内容 

補助要件に対応する

効果的な奨学金制度

の検討、実施 

効果の検証と見直し 効果の検証と見直し 効果の検証と見直し 効果の検証と見直し 

数値目標 離籍率 4％ 離籍率 3％ 離籍率 2.5％ 離籍率 2.5％ 離籍率 2.5％ 

進捗状況 離籍率 5.9％ 離籍率 6.3％ 

学友会活動等の 

課外活動活性化 

施策の検討 

具体的な

実施内容 

満足度調査等によるﾆ

ｰｽﾞ検証、学友会再

編、経費支援策の検

討 

学友会再編、定例会

開催、経費支援の実

施 

定例会開催、経費支

援の実施による参加

率、活動実績の検証 

学外指導者の採用や

環境整備による活動

実績向上施策の検討 

学外指導者の採用や

環境整備による活動

実績向上施策の実

施、検証 

数値目標 課外活動参加率 50％ 課外活動参加率 55％ 課外活動参加率 60％ 課外活動参加率 65％ 課外活動参加率 70％ 

進捗状況 課外活動参加率 41％ 課外活動参加率 46％ 

就職率の向上と 

地場優良企業へ

の就職者数の増

加 

具体的な

実施内容 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

数値目標 
就職率 100％ 

地場優良内定 5 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 7 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 10 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 12 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 15 名 

進捗状況 
就職率 99.4％ 

地場優良内定 6 名 

就職率 96.5％ 

地場優良内定 4 名 

企業開拓の拡大

による就職先・ 

インターンシッ

プ先の増大

具体的な

実施内容 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

数値目標 
5 社開拓 

80 名派遣 

5 社開拓 

85 名派遣 

5 社開拓 

90 名派遣 

5 社開拓 

95 名派遣 

5 社開拓 

100 名派遣 

進捗状況 
11 社開拓 

88 名派遣 

3 社開拓 

25 名派遣 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目受講生

激減のため、次年度

以降は取りやめ 

― ― ― 

教職協働による 

就職支援体制の

強化 

具体的な 

実施内容 

教職連携で就職困難

学生の入学時からの

把握と対策の強化 

教職連携で就職困難

学生対策を推進、ｶｳﾝ

ﾝｾﾘﾝｸﾞ力向上

教職連携及びﾊﾛｰﾜｰ

ｸ・外部機関の活用で

就職困難学生の人間

力ｱｯﾌﾟ 

就職困難学生の人間

力ｱｯﾌﾟ達成により地

場企業へ就職斡旋・

人材輩出 

就職困難学生の人間

力ｱｯﾌﾟ達成により地

場企業へ就職斡旋・

人材輩出 

数値目標 
困難学生 

対策強化 5 名 

困難学生 

対策強化 7 名 

困難学生 

対策強化 7 名 

困難学生 

対策強化 10 名 

困難学生 

対策強化 10 名 

進捗状況 
困難学生 

対策強化 2 名 

困難学生 

対策強化 7 名 

企業の採用ニー

ズの把握 

具体的な 

実施内容 

地域連携協議会の活

用及び企業訪問時に

企業ｱﾝｹｰﾄを実施 

地域連携協議会の活

用及び企業訪問時に

企業ｱﾝｹｰﾄを実施 

企業ｱﾝｹｰﾄ調査対象の

地場有力企業数の増

大 

地場有力企業への調

査をﾍﾞｰｽとした内定

獲得の促進 

地場有力企業への調

査をﾍﾞｰｽとした内定

獲得の促進 

数値目標 調査 50 社 調査 70 社 調査 80 社 調査 90 社 調査 100 社 

進捗状況 調査 22 社 調査 98 社 
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５．地域連携の推進 

地域に根ざした特色ある教育・研究の実施や教育資源を提供することで地域社会に貢献していく。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

地域連携協議会

による企業、高

校、行政との連

携強化 

具体的な 

実施内容 

企業との連携事業に

よる連携協定締結 

高大連携事業実施高

校の拡大 

企業向けｾﾐﾅｰﾉ拡大

（中堅社員研修追

加） 

企業向けｾﾐﾅｰの拡大

（管理職研修検討） 

高大連携事業実施高

校の拡大 

地域連携協議会開設

5 周年記念ｲﾍﾞﾝﾄ開催 

企業向けｾﾐﾅｰの拡大

（管理職研修検討） 

高大連携事業実施高

校の拡大 

数値目標 研修受講者数：30 名 研修受講者数：40 名 研修受講者数：40 名 研修受講者数：45 名 研修受講者数：60 名 

進捗状況 研修受講者数：61 名 研修受講者数：37 名 

市民への学び直

しのニーズ把握

と教育機会提

供、大学教育へ

の接続検討 

具体的な 

実施内容 

生涯学習ｱｶﾃﾞﾐｰ 

講座数増加 

生涯学習ｱｶﾃﾞﾐｰ 

通年開催検討 

生涯学習ｱｶﾃﾞﾐｰ 

通年開催 

講義形態を多様化し

地域の課題に対応 
通信制教育の検討 

数値目標 

受講者数:150 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施(12

月) 

受講者数:150 名 

受講者数:200 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施

（12 月） 

受講者数:220 名 

受講者数:250 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施

（12 月） 

進捗状況 

受講者数:99 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施、講

座 4 ｺｰｽ追加） 

受講者数:88 名 



8 

【専門学校】 

１． 認可等の準備 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

理学療法士、作

業療法士養成校

指定規則の改定

に伴う変更承認

申請 

具体的な 

実施内容 
― ― 

千葉・柏リハビリテ

ーション学院におい

て変更承認申請 

― ― 

数値目標 ― ― 申請・承認 ― ― 

進捗状況 ― ― ― ― 

高等教育段階の

負担軽減新制度

の機関要件確認

申請 

具体的な 

実施内容 
― ― 

各専門学校における

機関要件の申請 

各専門学校における

機関要件の継続申請 

各専門学校における

機関要件の継続申請 

数値目標 ― ― 申請・承認 申請・承認 申請・承認 

進捗状況 ― ― 

２． 管理・運営体制の整備 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

専門学校 4 校の

業務の共通化・

効率化 

具体的な 

実施内容 
― ― 効率化の検討・協議 効率化の検討・実施 効率化の検証・実施 

数値目標 ― ― 
業務内容の整理と共

通化に向けた協議 

事務業務の共通化の

実施 

事務業務の共通化の

検証 

進捗状況 ― ― 

共通学科（看護

学科）の学科運

営の相互協力体

制の制度 

具体的な 

実施内容 
― ― 

国家試験対策の関係

専門学校の相互協力 

国家試験対策の関係

専門学校の相互協力 

国家試験対策の関係

専門学校の相互協力 

数値目標 ― ― 
国家試験隊対策の情

報共有・整理 

国家試験隊対策の業

者統一 

国家試験隊対策の検

証・改善策の策定 

進捗状況 ― ― 

学校評価実施に

向けた基準等の

整備 

具体的な 

実施内容 

学校評価委員の選任 

自己評価の実施 

学校評価委員の選任 

自己評価の実施 

学校評価委員の選任 

自己評価の実施 

数値目標 学校評価結果の公表 学校評価結果の公表 学校評価結果の公表 

進捗状況 
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【千葉・柏リハビリテーション学院】（平成 31 年 4 月合併のため、当年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

今後、厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよう、広報活

動を強化・検証していく。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

学生確保施策の

実施 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・高校訪問

・高校ガイダンス参加

・高校訪問

・高校ガイダンス参加

・高校訪問

・高校ガイダンス参加

数値目標 ― ― 

・訪問数 300 校（実

数） 

・参加数 150 件

・訪問数 305 校（実

数） 

・参加数 160 件

・訪問数 310 校（実

数） 

・参加数 170 件

進捗状況 ― ― 

２． 国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、合格率の向上に繋がる教育体制を整える。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

国家試験合格率

の向上 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・組織的な支援体制

による合格率の向上 

・組織的な支援体制

による合格率の向上 

・組織的な支援体制

による合格率の向上 

数値目標 ― ― 

・作業療法士合格率

平均合格率以上

・理学療法士合格率

平均合格率以上

・作業療法士合格率

平均合格率以上

・理学療法士合格率

平均合格率以上 

・作業療法士合格率

平均合格率以上

・理学療法士合格率

平均合格率以上 

進捗状況 ― ― 
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【岡山・建部医療福祉専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、当年度より追加） 

１．学生の確保施策の実施 

立地条件から、さらに厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保でき

るよう、募集地域を広げた広報活動を強化・検証していく。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

学生確保施策の

実施 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・県外高校生の確保

・県内高校生の安定

確保 

・サテライト入試の

導入準備 

・県外高校生の確保

・県内高校生の安定

確保 

・サテライト入試の

導入 

・県外高校生の確保

・県内高校生の安定

確保 

・サテライト入試の

検証 

数値目標 ― ― 

・県外高校入学者

数：40 人 

・県内高校入学者

数：40 人 

・県外高校入学者

数：50 人 

・県内高校入学者

数：30 人 

・県外高校入学者

数：50 人 

・県内高校入学者

数：30 人 

進捗状況 ― ― 

２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、合格率の向上に繋がる教育体制を整える。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

国家試験合格率

の向上 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・国家試験対策の見

直し、施策の実施 

・国家試験対策の見

直し、施策の実施 

・国家試験対策の見

直し、施策の実施 

数値目標 ― ― 

看護師国家試験合格

率 

平均合格率以上 

看護師国家試験合格

率 

平均合格率以上 

看護師国家試験合格

率 

平均合格率以上 

進捗状況 ― ― 
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【葵会仙台看護専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、当年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

入学定員を増やしても、確実に学生が確保できるよう、広報活動を強化・検証していく。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

学生確保施策の

実施 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・定員を確保するた

めの募集活動の実施 

・定員を確保するた

めの募集活動の実施 

・定員を確保するた

めの募集活動の実施 

数値目標 ― ― 入学者：120 人 入学者：120 人 入学者：120 人 

進捗状況 ― ― 

２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、高い合格率を確保できる施策を実施する。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

国家試験合格率

の向上 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・国家試験に向けた

教育支援の実施 

・国家試験に向けた

教育支援の実施 

・国家試験に向けた

教育支援の実施 

数値目標 ― ― 
国家試験合格率

100％ 

国家試験合格率

100％ 

国家試験合格率 

100％ 

進捗状況 ― ― 
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【葵会柏看護専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、当年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

今後、厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよう、広報活

動を実施・検証していく。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

学生確保施策の

実施 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・社会人入試志願者

数の増加 

・高校新卒志願者数

の増加 

・オープンキャンパ

ス内容の再検討

・高校訪問地域の拡

大 

・社会人入試志願者

数の増加 

・高校新卒志願者数

の増加 

・オープンキャンパ

ス内容の再検討

・高校訪問地域の拡

大 

・社会人入試志願者

数の増加 

・高校新卒志願者数

の増加 

・オープンキャンパ

ス内容の再検討

・高校訪問地域の拡

大 

数値目標 ― ― 

・社会人入試志願者

数 45 人 

・高校新卒志願者数

85 人 

・社会人入試志願者

数 45 人 

・高校新卒志願者数

85 人 

・社会人入試志願者

数 45 人 

・高校新卒志願者数

85 人 

進捗状況 ― ― 

２． 国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、高い合格率となる施策を実施する。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

国家試験合格率

の向上 

具体的な 

実施内容 
― ― ― 

・教育支援の検討、

実施 

・国家試験対策の実

施 

・教育支援の検討、

実施 

・国家試験対策の実

施 

数値目標 ― ― ― 
国家試験合格率

100％ 

国家試験合格率

100％ 

進捗状況 ― ― ― 

３． 専門学校の学部化に向けた準備 

令和 3 年 4 月に専門学校を学部化するための準備、申請を行う。 

H29 H30 H31（R1） R2 R3 

葵会柏看護専門

学校の学部化 

具体的な 

実施内容 
― ― 検討 開設準備 開設 

数値目標 ― ― 
事前相談 

収容定員変更申請 
指定申請 ― 

進捗状況 ― ― 


